
地方創生フォーラム in香川
瀬 戸 内 国 際 芸 術 祭 を き っ か け と し た 人 の 交 流 ・ 地 域 づ く り

13：00-16：00

基調講演

香川県高松市玉藻町9-10 TEL.087-823-3131
レクザムホール
令和４年10月５日□水

北川 フラム氏
瀬戸内国際芸術祭
総合ディレクター

申込み方法は裏面参照

▲ヘザー・B・スワン + ノンダ・カサリディス
　「海を夢見る人々の場所」Photo Kioku Keizo

▲農村歌舞伎 Photo  Shintaro Miyawaki ▲眞壁陸二「漣の家」Photo KIOKU Keizo ▲女木島　 Photo  Shintaro Miyawaki ▲こえび朝礼 

入場：無料

事前申込み制

定員：150名

（香川県県民ホール）
小ホール

photo by Mao Yamamoto

オンライン同時開催
YouTube LIVE配信

パネルディスカッション（順不同）
瀬戸内国際芸術祭がつむいだ　
人・地域の“縁”について

登壇者

コーディネーター 香川大学　副学長
兼インターナショナルオフィス長

　香川県教育委員会
教育長

特定非営利活動法人男木島生活研究所
理事長

特定非営利活動法人
瀬戸内こえびネットワーク事務局長

原　直行氏

工代祐司氏

福井大和氏

甘利彩子氏

瀬戸内国際芸術祭がつなぐ縁
100万人以上が訪れ、多様な体験を提供しながら地域と人を豊かにしている「瀬戸内国際芸術祭」。
それはもはや、単なるアートの祭典ではなく、アーティスト・訪れた人 ・々地域に住まう人 と々の間に
多様な交流を生み出し、様々な面から地域の元気を創出するきっかけとなっています。
本フォーラムでは、こうした「人・地域の縁」により、地域に新たな未来・可能性を示す「瀬戸内国際芸
術祭」を振り返りながら、これからの地域づくりや地域の豊かさとは何かについて考えます。

主催：香川県、一般財団法人 地域活性化センター　　
後援：未定

※新型コロナ感染症の感染状況等により内容変更の可能性があります

瀬戸内国際芸術祭１DAYツアー
（エクスカーションツアー）企画中

※裏面参照




